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No．747
平成25年（2013）

１１月１５日号

　全国のゆる
キャラ○Ｒ の祭
典「ゆるキャラ
○Ｒ さみっとin
羽生」に、今年
もいんザイ君
が参加します。
■時 11月 23日
華、24日蚊・い
ずれも午前9
時～午後3時。
■場 羽生水郷公

園芝生広場（埼玉県羽生市三田ケ谷751―1）。
■問 市経済政策課地域資源振興班（緯内線351・352）、ゆるキャ
ラ○Ｒ さみっとin羽生実行委員会（■HP http://www.city.hanyu.
lg.jp/kurashi/madoguchi/character/02_culture/02_kankou/
yuruchara/yuruchara.html）。

　
印
旛
支
所
お
よ
び
印
旛
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
　
年
1
月
4
日
臥
か
ら
、
隣

26

接
す
る
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
」
1
階

に
移
転
し
ま
す
。

　
な
お
、
1
月
4
日
臥
は
土
曜
開
庁
の
み
行
い
、

通
常
業
務
は
1
月
6
日
俄
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
電
話
番
号
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■問 
印
旛
支
所
総
務
課
総
務
班
（
緯
碓98 
1
1
1
1
・

内
線
1
2
5
）。

　各家庭から排出される資源物の収集方法については、
行政がごみ集積所で行う「行政回収」、スーパーなどの
店頭で行う「店頭回収」、子ども会や町内会などの団体
が行い、市が奨励金をお支払いする「有価物集団回収」
などがあります。
　３つの回収方法の中でも「有価物集団回収」は、回収
作業を市民のみなさんで行っていただきますので、行
政回収に比べ、収集運搬費などに掛かる経費を抑制す
ることができます。
　また「有価物集団回収」を実施した団体には、回収量
に応じて奨励金が交付されます。奨励金は回収を行っ
た団体の活動費として役立てられています。
　「有価物集団回収事業」は、収集していただいた団体
にも、市の財政にも、お得な事業といえますので、ぜひ
ご協力をお願いします。
【有価物対象品目】
紙類、布類、びん類、金属類、ペットボトル。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

新ごみの分別大事典シリーズ⑧

　有価物集団回収でお得にリサイクル
印旛支所・印旛地域包括支援センター

今年もいんザイ君の応援をよろしく今年もいんザイ君の応援をよろしく！！
（写真は昨年のものです（写真は昨年のものです））

来年1月に移転

　市では、夏の省エネルギーや
地球温暖化対策への取組推進の
ため、グリーンカーテンの設置
を推進しています。
　また、毎年実施している「グ
リーンカーテンコンテスト」で
は、市民のみなさんからも取り
組みの報告がありました。
　「やわらかな日陰を作ってく
れることにより、温度が上がり
にくく涼しく過ごせました」、
「3年前からグリーンカーテン
始めました。朝、雨戸を開ける
とそれぞれの葉や花がいっぱい
で気分良く、遮光率もかなり効
果があります」、「マンションの
ベランダでも、グリーンカーテ

ンの効果は大きく、冷房効果の
向上のみならず、心も体も落ち
着きます」などの意見をいただ
きました。
　みなさんの報告では、グリー
ンカーテンは、1,000円程度か
ら比較的手軽に取り組むことが
でき、直接的な温暖化対策効果
や緑による癒され効果もあるよ
うです。
　ぜひ、みなさんも来年はグ
リーンカーテンに取り組んでみ
てはいかがでしょうか。
※詳しくは市ホームページでも
ご紹介しています。
■問 環境保全課環境保全班（緯内
線364）。

グリーンカーテンコンテスト ご応募ありがとうございました

 台
風
　
号
・
　
号
に
よ
る
市
内
の
被
害

26

27

 浸
水
・
土
砂
災
害
が
多
数
発
生

怯
被
害
状
況
（
　
月
　
日
現
在
）

10

31

▼
人
的
被
害
…
な
し
。

▼
住
家
被
害
…
全
壊
（
1
棟
）、
床
上

浸
水
（
4
棟
）、
床
下
浸
水
（
　
棟
）。

13

▼
が
け
く
ず
れ
…
　
カ
所
。

35

▼
道
路
冠
水
…
　
件
。

31

▼
倒
木
…
6
件
。

▼
道
路
通
行
止
め
…
　
カ
所
（
　
月

10

10

　
日
現
在
は
、
6
カ
所
）。

31怯
避
難
所
の
開
設

【
台
風
第
　
号
】

26

胸
開
設
日
時
…
　
月
　
日
・
午
前
7

10

15

時
　
分
。

30
胸
開
設
箇
所
…
特
別
避
難
所
7
カ
所
、

指
定
避
難
場
所
1
カ
所
。

胸
閉
鎖
日
時
…
　
月
　
日
・
午
後
1

10

15

時
。

【
台
風
第
　
号
】

27

胸
開
設
日
時
…
　
月
　
日
・
午
後
4

10

25

時
。

胸
開
設
箇
所
…
特
別
避
難
所
5
カ
所
、

指
定
避
難
所
（
市
内
小
・
中
学
校
）

　
カ
所
。

10胸
閉
鎖
日
時
…
　
月
　
日
・
午
前
8

10

26

時
　
分
。

30
※
今
回
の
台
風
で
開
設
し
た
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性

が
あ
っ
た
た
め
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
付
近
の
住
民
が
避
難
で
き
る
、
特

別
避
難
所
お
よ
び
指
定
避
難
所
の
一

部
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
開
設
し
て
い
な
い
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
、

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

地
震
な
ど
で
避
難
す
る
場
合
は
、
最

寄
り
の
指
定
避
難
所
（
小
・
中
学
校

な
ど
）
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
消
防
団
も
出
動
 防
災
活
動
に

従
事
　
台
風
の
接
近
に
伴
い
、
印
西
市
消

防
団
で
連
携
し
、
危
険
箇
所
の
見
回

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
で
以
前

に
被
害
の
あ
っ
た
箇
所
で
は
、
土
の

う
積
み
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
被
害
が
あ
っ
た
台
風
　
号
26

で
は
、
深
夜
か
ら
道
路
冠
水
や
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
消
防
ポ
ン

プ
を
用
い
て
雨
水
を
汲
み
上
げ
た
り
、

側
溝
に
溜
ま
っ
た
落
ち
葉
を
清
掃
し

排
水
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
倒
木

や
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
道
路
が
通
行

で
き
な
く
な
っ
た
箇
所
で
は
、
車
両

の
誘
導
や
応
急
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
暴
風
・
豪
雨
の
吹
き
荒
れ
る
中
、

出
動
で
き
る
箇
所
は
限
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
安
全
確
保
の
た
め
徹

夜
の
作
業
を
行
っ
た
団
員
も
お
り
ま

し
た
。

■問 
【
被
害
な
ど
に
つ
い
て
】
防
災
課

防
災
班
（
緯
内
線
4
5
4
）。

【
通
行
止
め
に
つ
い
て
】
土
木
管
理

課
維
持
班
（
緯
内
線
7
9
3
）。

葛
栗
原
さ
ん
の
作
品
（
木
刈
）

▲横尾さんの作品（船尾）

▲中央排水路（平賀）の浸水被害
様子（写真正面が酒々井町）

葛山田地先で発生した土砂
災害

　
大
き
な
勢
力
を
保
ち
、
日
本
に
接
近
し
た
台
風
　
号
と
　
号
。

26

27

市
内
で
は
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
、
土
砂
崩
れ
や
倒
木
に
よ

る
道
路
の
通
行
止
め
な
ど
、
多
数
の
被
害
が
発
生
し
、
市
で
は

避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
対
応
い
た
し
ま
し
た
。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

■申 
当
日
先
着
順
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
小
林
図
書
館
（
緯
碓97 
0
0
0
5
）。

第
　
回
「
亀
成
川
ホ
タ
ル
の
里

11
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

　
亀
成
川
最
上
流
域
の
ご
み
拾
い
を

し
ま
す
。
終
わ
っ
た
ら
、
温
か
い
と

ん
汁
を
ど
う
ぞ
。
別
所
の
獅
子
舞
の

お
話
し
も
あ
り
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

12

10

1
時
　
分
（
雨
天
中
止
）。

30

■場 
印
西
中
学
校
駐
車
場
（
集
合
）。

■対 
小
学
生
～
大
人
。

■定 
　
人
。

50
■費 
無
料
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
と
長
靴
で
帽
子
、

軍
手
、
弁
当
、
飲
み
物
持
参
。

■申 
　
月
　
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
は

11

29

が
き
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
同
伴
者
全
員
の

氏
名
（
子
ど
も
は
学
年
）
を
明
記
し
、

環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2
7

0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6

4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 
5

3
3
9
）
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
（
■メール k

am
e

n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

野
鳥
観
察
会
「
冬
だ
か
ら
こ
そ
」

　
松
戸
市
の
「
　
世
紀
の
森
と
広

21

場
」
の
園
内
を
め
ぐ
り
、
大
陸
か
ら

や
っ
て
き
た
冬
鳥
の
姿
を
探
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

12

13

30

午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）。

■場 
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅
前
に
集

合
。　
世
紀
の
森
と
広
場
中
央
口
で

21

解
散
。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
、
防
寒

着
を
持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

平成２５年（２０１３）１１月１５日号（２）

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

「
～
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
学
ぶ
～
」

　「
男
女
共
同
参
画
」
の
基
礎
を
学

ん
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
7
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

12

30

3
時
　
分
。

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

噛
講
師
…
山
口
文
代
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や
ま

代
表
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim
in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh

ie
n
ce
n
te
r

@
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

平
成
　
年
度
市
史
編
さ
ん
講
演
会

25

　
東
日
本
大
震
災
以
来
、
防
災
の
た

め
過
去
の
災
害
を
検
証
す
る
に
あ
た

り
、
歴
史
資
料
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
利
根
川
、
印
旛
沼
、
手
賀
沼
に
囲

ま
れ
、
長
い
間
、
水
害
と
戦
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
き
た
当
市
域
の
水
へ
の

取
り
組
み
を
、
歴
史
資
料
か
ら
解
き

明
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■時 
　
月
8
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

12

30

3
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

※
駐
車
場
あ
り
。

■内 
「
近
代
の
印
旛
沼
・
手
賀
沼
―
洪

水
と
治
水
・
開
発
の
歴
史
―
」。

噛
講
師
…
高
林
直
樹
氏
（
聖
徳
大
学

教
授
）。

■定 
　
人
。

60
■費 
無
料
。

■申 
　
月
6
日
画
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

12
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
場
合
は
講
演
会
の
名
称
・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
な
ど
連
絡

先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
順
）。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
4
・
胃
碓42 
0
0
3
3
・
■メール sy

o
u

g
ak
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

小
林
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
た
の
し
い
お
は
な
し
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

12

11

■場 
小
林
公
民
館
。

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
。

■対 
幼
児
か
ら
小
学
3
年
生
く
ら
い
。

■定 
　
人
。

50
■費 
入
場
無
料
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
民
講
座
だ
ん
ご
く
ら
ぶ
③

　
手
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
和
紙
や
折
り
紙
で
い
ろ
い
ろ
な

『
 午
 』
を
折
っ
て
飾
り
、
良
い
新
年
を

う
ま

迎
え
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
7
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
内
・
中
央

南
）。

■内 
「
折
り
紙
で
来
年
の
干
支
『
 午
 』
う
ま

3
種
作
り
」。

■対 
小
学
生
～
大
人
（
親
子
で
の
参
加

も
可
。
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）。

■定 
　
人
。

16
■費 
2
0
0
円
。

■他 
木
工
用
ボ
ン
ド
、
は
さ
み
、
も
の

さ
し
を
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、

日
本
と
異
な
る
文
化
や
習
慣
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
2
時
～
3
時

12

18

　
分
。

30■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

氏
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ

Ｌ
Ｔ（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

講
座
・
催
し

２/２
（日）

現
代
狂
言
駅

※
3
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要

で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、　
月
　
日
臥
・
午

11

30

前
9
時
か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
午

前
　
時
か
ら
イ
ー
プ
ラ
ス（h

ttp
:/

10

/e
p
lu
s.jp
/

）
で
発
売
開
始
。

※
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
3
日

12

峨
・
午
前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の

み
で
電
話
予
約
開
始
。

　
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
狂
言

と
コ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
第

8
弾
。

　
出
演
者
は
南
原
清
隆
、
野
村
万
蔵
、

佐
藤
弘
道
、
遠
野
な
ぎ
こ
、
川
村
ゆ

き
え
ほ
か
。

■時 
平
成
　
年
2
月
2
日
蚊
・
午
後
3

26

時
開
演
（
開
場
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
一
般
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
（
全

席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
一
人
6
枚

ま
で
）。

※
当
日
券
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

１/１8
（土）

米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

■費 
入
場
料
大
人
2
街
0
0
0
円
、
子

ど
も
（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0

円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
一

人
6
枚
ま
で
）。

※
当
日
券
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害

者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
で

す
。

※
3
歳
以
下
の
お
子
様
は
、
一
人
ま

で
ひ
ざ
上
無
料
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

お
よ
び
イ
ー
プ
ラ
ス
（h

ttp
://e
p

lu
s.jp
/

）
で
販
売
中
。

※
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電
話
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
世
界
一
受
け
た
い
授
業
で
お
な
じ

み
『
で
ん
じ
ろ
う
先
生
』
を
迎
え
て

の
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
。
科

学
の
フ
シ
ギ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・【
1
回

26

18

目
】
午
後
1
時
開
演
（
開
場
は
　
時
12

　
分
～
）、【
2
回
目
】
午
後
3
時
　

30

30

分
開
演
（
開
場
は
午
後
3
時
～
）。

　ＴＰＰをはじめ国際化の進展、消費形態の変
化、生産者の減少と高齢化、耕作放棄地の拡大、
森林の荒廃といった課題に直面する今、次代の
印旛農林業のヒントを発見・共有しましょう。
【主催】印旛農林業フォーラム実行委員会・印旛
地域農林業振興普及協議会・千葉県印旛農業事
務所・千葉県北部林業事務所印旛支所。
【後援】成田市、佐倉市、四街道市、八街市、印
西市、白井市、富里市、酒々井町、栄町、ＪＡ
いんば，ＪＡ成田市、ＪＡ富里市、ＪＡ西印旛、
ＪＡかとり、丸朝園芸農協、千葉県森林組合北
総支所。
■時 12月2日俄・午後1時30分～4時30分。
■場 印旛合同庁舎2階大会議室（佐倉市）。
■内 講演「ＴＰＰ最新情勢と農業の未来」、
噛講師…緒方大造氏（日本農業新聞論説委員室
長）。
■対 印旛地域農林業者、関係機関団体職員、消費者。
■定 160人。
■費 無料。
■申 11月26日峨までに、電話で氏名・在住市町
村名を下記へご連絡ください。
■問 印旛農林業フォーラム実行委員会事務局（印
旛農業事務所内・緯043―483―1128）。

印旛農林業フォーラ印旛農林業フォーラムム
農業の未来を考えよう

～これからを生き抜く農業経営者とは～

パート英
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２５年（２０１３）１１月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

招
待
状
の
発
送
や
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

案
内
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

※
当
選
発
表
は
、
応
募
者
多
数
の
場

合
、
抽
選
の
上
、
返
信
は
が
き
の
発

送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
ま
す
。

■問 
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
千
葉
公
演
事
務

局
（
緯
碓48 
5
8
5
8
）。

【
二
部
】
映
画
「「
生
命
（
い
の
ち
）

の
こ
と
づ
け
～
死
亡
率
2
倍
 障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
3
・
　
～
」。

11

※
講
演
・
上
映
会
は
手
話
通
訳
あ
り
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
（
■携 
0
9
0
―
6
0
1
2

―
4
4
8
4
）。

平
成
　
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学
校

26

入
学
生
募
集

胸
学
園
事
務
局
・
本
校
舎
所
在
地
…

千
葉
市
中
央
区
、
流
山
市
、
銚
子
市
、

茂
原
市
、
館
山
市
。

■対 
県
内
に
住
所
を
有
す
る
　
歳
以
上

55

（
昭
和
　
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

34

れ
）
の
人
。

胸
定
員
・
修
業
年
限
…
次
の
と
お
り
。

①
地
域
活
動
学
部
（
7
3
0
人
・
2

年
間
・
週
1
回
）。

②
造
形
学
部
・
園
芸
コ
ー
ス
（
6
3

0
人
・
1
年
間
・
週
1
回
）、
陶
芸

コ
ー
ス
（
2
5
0
人
・
1
年
間
・
週

2
回
）。

③
地
域
活
動
専
攻
科
（
1
0
0
人
・

1
年
間
・
週
1
回
）。

※
地
域
活
動
専
攻
科
は
、
現
行
の
一

［
第
4
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
5
中
継
所
］
境
田
バ
ス
停
。

［
第
6
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
7
中
継
所
］
萩
山
新
田
。

【
一
般
・
高
校
の
部
】

［
第
1
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
2
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
3
中
継
所
］
滝
野
小
・
中
学
校
前
。

［
第
4
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
5
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

※
い
ず
れ
の
部
も
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
は
内
郷
小
学
校
（
今
年
は
岩
名
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
改
修
工
事
に
伴

い
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
が
変
更
に

な
り
ま
す
）。

※
当
日
、
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
が
沿
線
を

通
行
す
る
際
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

市
民
弓
道
大
会

■時 
　
月
8
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
受

12

10

け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
、
在
勤
の
人
。

■費 
5
0
0
円
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
市
弓
道
協
会
・
鈴
木
（
緯
碓42 
2
2

0
7
）。

般
過
程
「
福
祉
科
」「
生
活
科
」
を

卒
業
し
た
人
お
よ
び
市
町
村
か
ら
推

薦
を
受
け
た
人
に
限
る
。

■費 
次
の
と
お
り
。

【
入
学
金
】
無
料
。

【
授
業
料
】
①
地
域
活
動
学
部
（
年

額
1
5
街
0
0
0
円
）。

②
造
形
学
部
園
芸
コ
ー
ス
（
年
額
2

7
街
0
0
0
円
）、
陶
芸
コ
ー
ス
（
年

額
5
4
街
0
0
0
円
）。

③
地
域
活
動
専
攻
科（
年
額
1
5
街
0

0
0
円
）。

※
教
材
費
は
別
途
自
己
負
担
。
ま
た
、

消
費
税
率
の
8
％
へ
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
授
業
料
の
変
更
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■申 
　
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）・
午

12

27

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
郵
送
ま
た
は
直
接
左
記

問
い
合
わ
せ
先
へ
。

※
入
学
案
内
は
、
生
涯
大
学
校
各
学

園
、
市
介
護
福
祉
課
、
千
葉
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

■問 
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
（
〒

2
6
0
―
0
8
0
1
千
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
6
6
6
―
2
・
緯
0
4
3

―
2
6
6
―
4
7
0
5
）。

校
）、
民
俗
楽
器
ジ
ャ
ン
べ
演
奏
、

う
た
ご
え
ラ
イ
ブ
な
ど
。

■問 
い
ん
ば
学
舎
・
亀
田
、
加
瀨
（
緯

碓48 
6
4
1
1
）。

怯
小
林
洋
画
ク
ラ
ブ
展
示
会

　
会
員
の
個
性
豊
か
な
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
　
月

11

24

12

7
日
臥
・
午
後
1
時
。

※
開
館
時
間
は
、
午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
5
時
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■問 
鈴
木
（
緯
碓97 
5
3
6
5
）。

怯
市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
8
時
　
分
～

11

23

30

午
後
3
時
（
受
け
付
け
8
時
～
）。

■場 
泉
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
泉

野
）。

■内 
　
ま
た
は
　
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
。

18

36

■定 
市
内
在
住
の
小
学
4
年
生
以
上
の

男
女
約
2
0
0
人
。

■費 
3
0
0
円
（
た
だ
し
市
協
会
会
員

は
無
料
）。

■申 
　
月
　
日
我
（
必
着
）
ま
で
に
標

11

20

題
を
「
市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

と
し
、
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
用
具
の
有
無
を
、
F
A
X
ま

た
は
電
話
に
て
直
接
左
記
ま
で
。

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■問 
印
西
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
・
中

山
（
緯
碓37 
6
4
2
9
・
胃
緯
碓37 
6
3

5
8
）、
海
老
原
（
緯
／
胃
碓42 
2
1
6

3
）、
金
子
（
緯
／
胃
緯
碓47 
7
0
8

8
）。

怯
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ
ム
2
0

1
3
秋
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

in

　
午
後
の
ひ
と
と
き
を
懐
か
し
い

音
楽
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
華
・
午
後
1
時
　
分
～

11

23

30

5
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■内 
懐
か
し
い
青
春
フ
ォ
ー
ク
か
ら
最

新
の
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
。

■費 
無
料
（
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）。

■問 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
緯
碓46 
8

6
1
1
）。

怯
第
　
回
ホ
ワ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
印

19

西
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

■時 
　
月
1
日
蚊
・
午
後
1
時
～
（
開

12
場
0
時
　
分
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
二
胡
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
フ
ラ
メ
ン

コ
、
龍
凰
太
鼓
な
ど
。

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
ホ
ワ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
印
西
・
加
藤

（
緯
碓42 
7
3
0
0
）。

怯
第
6
回
「
町
家
寄
席
の
夕
べ
・

落
語
　
金
原
亭
馬
治
」

　
木
下
・
六
軒
地
区
に
残
る
「
武
蔵

屋
」
の
座
敷
を
会
場
に
古
典
落
語
を

聞
く
会
を
開
催
。
往
時
を
偲
ぶ
和
の

空
間
で
、
日
本
の
古
典
芸
能
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
華
・
午
後
5
時
～
7
時

11

23

（
開
場
4
時
　
分
～
）。

30

■場 
国
登
録
有
形
文
化
財
・
岩
井
家
住

宅
主
屋
（
木
下
1
6
4
5
）。

■定 
　
人
。

50
■費 
1
街
5
0
0
円
（
チ
ケ
ッ
ト
代
）。

■申 
　
月
　
日
蚊
ま
で
、
木
下
駅
北
口

11

17

山
口
自
転
車
店
、
は
ん
こ
村
木
下
店

に
て
入
場
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
行
い
ま

す
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
伊
藤
（
■携 
0

9
0
―
3
5
2
9
―
4
9
9
0
・
■メール 

m
ach
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

・

■ＨＰ k
io
ro
sh
im
ach
iju
k
u
.w
e

b
.fc2
.co
m

）。

怯
い
ん
ば
学
舎
収
穫
祭

　
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
収
穫
祭

を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

11

24

10

15

午
後
2
時
　
分（
受
け
付
け
　
時
～
）。

30

10

※
雨
天
決
行
。

■場 
い
ん
ば
学
舎
（
草
深
）。

■費 
無
料
。

■内 
中
棹
三
味
線
・
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
。
太
鼓
演
奏
（
八
千
代
高

「
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
千
葉
公
演
」

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
・

印
西
市
民
ご
招
待

　
千
葉
県
内
初
公
演
の
「
ポ
ッ
プ

サ
ー
カ
ス
千
葉
公
演
」
へ
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
印
西
市
民

の
み
な
さ
ん
を
ご
招
待
。

■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
　
時
　
分
～
、

12

23

10

30

午
後
1
時
　
分
～
、
午
後
3
時
　
分

10

50

～
、　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
、

12

24

11

　
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～
。

12

25

10

※
い
ず
れ
か
1
公
演
へ
招
待
。

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
前
大

テ
ン
ト
会
場
（
駅
北
口
）。

■定 
各
公
演
ペ
ア
　
組
　
人
（
全
5
公

25

50

演
計
1
2
5
組
2
5
0
人
）。

■申 
　
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

11

29

に
往
復
は
が
き
の
往
信
側
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
希
望
の
公

演
「
第
一
希
望
」、「
第
二
希
望
」
を

明
記
し
、『
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
市
民

ご
招
待
係
』（
〒
2
7
0
―
1
3
5

0
印
西
市
中
央
北
1
丁
目
3
―
3
　

1
Ｆ
）
へ
（
官
製
は
が
き
や
封
書
で

の
応
募
不
可
）。

■場 〒270－1339印西市牧の台１－１－１（ジョイフル本田交差
点を木下方面へ約500m）。
■問 緯印西総合病院（緯碓３３ 3000)。

 小児科救急外来および
　　　　　   内科・外科救急外来を実施

胸診療科目胸

火・水・木・金診療曜日小
児
科

午後6時～9時30分診察受付

午後7時～10時診察時間

月・火・水・木診療曜日内
科
・

外
科 午後6時～翌朝5時30分診察受付

午後7時～翌朝6時診察時間

千葉県より印西総合病院が二次救急病院に認定

※曜日により時間の変更があります。
※受診の際は必ず電話連絡の上、ご来院ください。

第
　
回
83
　
　
印
旛
郡
市
駅
伝
競
走
大
会

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
印
旛
郡

83

市
駅
伝
競
走
大
会
が
、
佐
倉
市
立
内

郷
小
学
校
か
ら
滝
野
小
・
中
学
校
前

を
折
り
返
す
　
・
0
9
娃
コ
ー
ス
で

34

開
催
さ
れ
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
蚊
・【
ス
タ
ー
ト
】
午

12
前
　
時
、【
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
】
午
前
　

10

11

時
　
分
（
予
定
）。

30
【
中
学
校
の
部
】

［
第
1
中
継
所
］
萩
山
新
田
。

［
第
2
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
3
中
継
所
］
境
田
バ
ス
停
。

ス
ポ
ー
ツ

福
祉

印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会

主
催
 講
演
会
・
上
映
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
4
時

11

30

　
分
。

30■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
【
一
部
】
講
演
会
「
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い

千
葉
県
作
り
条
例
」
の
現
状
と
課
題
。

噛
講
師
…
千
葉
県
障
害
福
祉
課
職
員

ほ
か
。

胸任期付職員の募集条件胸
主な業務内容応募資格定員職種

社会福祉課での手話通訳
業務など

手話通訳士・手話通訳
者については資格を有
すること。

若干名手話通訳士・
手話通訳者

胸おわびと訂正胸

【訂正後】

　『広報いんざい』１１月１日号6ページ掲載の「任期付
職員の登録選考」で、表中の表記に訂正がありました（下
表参照。赤字部分を追加）。
※申込期間を手話通訳士・手話通訳者に限り11月20日
我まで延長します。
■問 総務課人事職員班（緯内線434）。

（平成25年10月11日認定）

　また、同号9ページ掲載のミニ・ガイドパート英「印
西地域史講座開催」で、申し込み用のFAX番号に誤りが
ありました。
　正しくは「■問 松本隆志（胃碓47 7177）」です。
　おわびして訂正します。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

25

の
会
期
は
　
月
　
日
牙
～
　
月
　
日

11

28

12

18

我
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
会
期
中
に
休
会
日
が
あ
る

の
で
、
開
催
日
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
左
記
へ
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

25

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
内
容
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
左

記
窓
口
で
閲
覧
可
能
。

■時 
　
月
　
日
我
～
（
予
定
）。

11

27

※
予
定
日
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■場 
▼
議
会
事
務
局
（
市
役
所
5
階
）

▼
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
1

階
）
▼
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
▼
各

図
書
館
。

■問 
議
会
事
務
局
。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

25

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、　
月
　
日
我
の
正
午
で
す
。

11

20

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前

に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

「
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
」

１
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

胸
応
募
資
格
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
。

青
色
決
算
説
明
会
・

　
　
　
　
　
消
費
税
等
説
明
会

　
成
田
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青

色
申
告
決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

■時 
臼
　
月
3
日
峨
、
渦
　
月
4
日
我
、

12

12

嘘
　
月
5
日
牙
、
唄
　
月
9
日
俄
・

12

12

い
ず
れ
も
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　

30

30

分
。

■場 
臼
千
葉
県
印
旛
合
同
庁
舎
2
階
大

会
議
室
渦
市
役
所
3
階
大
会
議
室
③

八
街
市
中
央
公
民
館
2
階
小
中
会
議

室
唄
成
田
市
中
央
公
民
館
講
堂
。

■問 
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

平成２５年（２０１２）１１月１５日号（４）

パート衛

税
金

議
会

収入/執行率収入/支出済額予算現額会　　　　計　
■
特
別
会
計

41．3昏32億1，665万円77億8，024万円歳入
国民健康保険

42．4昏33億    233万円77億8，024万円歳出
37．8昏6億5，642万円17億 3，825万円歳入

下水道事業
25．8昏4億4，898万円17億 3，825万円歳出
38．9昏16億8，320万円43億2，831万円歳入

介護保険
35．8昏15億5，076万円43億2，831万円歳出
34．5昏1億8，325万円5億 3，105 万円歳入

後期高齢者医療
20．9昏1億 1，105万円5億 3，105 万円歳出

執行率支出済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
出

51．5昏1億4，668万円2億8，472万円議 会 費
44．5昏18億4，014万円　41億3，411万円総 務 費
33．9昏26億8，207万円79億1，803万円民 生 費
36．7昏15億2，032万円41億3，984万円衛 生 費
31．1昏8，395万円2億6，990万円農 林 水 産 業 費
82．1昏3億1，620万円3億8，506万円商 工 費
7．9昏4億7，391万円59億8，064万円土 木 費
43．9昏9億    779万円20億6，885万円消 防 費
36．9昏18億3，870万円49億8，260万円教 育 費
0．0昏0万円215万円災 害 復 旧 費
50．0昏14億7，700万円29億5，598万円公 債 費
0．0昏0円4，757万円予 備 費
34．0昏112億8，676万円331億6，945万円歳 出 合 計

　平成25年度一般会計当初予算額は319億3，000万円でしたが、その後
3回の補正が行われ、9月末現在の予算は331億6，945万円（うち前年度
からの繰り越し分が5億1，920万円）となっています。前年同期比3．7％
の増となりました。
■問 財政課財政班（緯内線481～483）。

平成２5年度上半期の財政状況

収入率収入済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
入

61．7昏95億1，114万円154億1，359万円市 税
27．7昏9，878万円　3億５，７00万円地 方 譲 与 税
4５．7昏1，１43万円２，５00万円利 子 割 交 付 金
31．3昏1，094万円3，５00万円配 当 割 交 付 金
0．0昏0円700万円株式譲渡所得割交付金
58．3昏4億2，583万円　７億 3，000万円地方消費税交付金
39．9昏6，223万円1億5，600万円ゴルフ場利用税交付金
55．8昏7，479万円1億3，400万円自動車取得税交付金
111．0昏1億 　211 万円　　　９，200万円地 方 特 例 交 付 金
75．0昏20億4，611万円2７億2，800万円地 方 交 付 税
54．5昏708万円1，300万円交通安全対策特別交付金
44．1昏3億6，884万円８億3，722万円分担金及び負担金
41．3昏1億    444万円2億5，284万円使用料及び手数料
28．9昏11億5，998万円40億2，006万円国 庫 支 出 金
16．0昏2億6，743万円16億6，779万円県 支 出 金
61．9昏3，529万円5，702万円財 産 収 入
100．0昏52万円52万円寄 附 金
0．0昏0円15億8，666万円繰 入 金

309．4昏12億 9，714万円4億1，927万円繰 越 金
26．3昏9億6，872万円36億8，468万円諸 収 入
0．0昏0円9億5，380万円市 債
49．9昏165億5，310万円331億6，945万円歳 入 合 計

医
師
に
よ
る

　
　
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
は
一
人
約
　
分
で
す
。

30

■時 
　
月
5
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

12
■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

心
の
整
理
術
「
個
別
相
談
」

　
市
で
は
、
発
達
障
が
い
や
精
神
障

が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
ご
家
族
を

対
象
に
相
談
支
援
の
専
門
家
が
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）。

■時 
　
月
　
日
俄
、
平
成
　
年
2
月
　

12

16

26

24

日
俄
・
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
。

30

11

30

噛
相
談
員
…
土
屋
徹
氏
（
看
護
師
・

精
神
保
健
福
祉
士
、 O
f
f
i
c
e
 

オ

フ

ィ

ス

夢
風
舎
）。

（
緯
碓28 
5
1
5
1
・
内
線
2
1
2
）。

※
音
声
案
内
に
し
た
が
っ
て
2
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
「
マ
マ
を
学
ぼ
う
」 
子
ど
も

の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
セ

ミ
ナ
ー

　
毎
日
「
宿
題
は
や
っ
た
の
？
」
と

言
い
た
く
な
い
人
へ
。
塾
を
考
え
る

前
に
家
庭
で
で
き
る
こ
と
を
ア
ド
バ

イ
ス
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
　
時
。

11

30

10

11

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■対 
就
園
児
童
～
小
学
生
の
子
を
持
つ

親
（
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
親
一
人
に
つ
き
5
0
0
円
。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
へ
。

11

28

■問 
し
あ
わ
せ
家
族
の
H
O
U
S
E
じ

か
ん
（
■メール sh

iaw
ase
k
azo
k
u
7

7
7
@
g
m
ail.co

m

）。

怯
マ
マ
ヨ
ガ

■時 
毎
月
第
1
、
第
3
、
第
5
金
曜

日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
　
分
～
　

10

15

11

時
　
分
。

30
■場 
桜
台
セ
ン
タ
ー
（
白
井
市
）。

■費 
入
会
無
料
。
体
験
1
街
0
0
0
円
。

■他 
動
き
や
す
い
楽
な
服
装
で
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
お
飲
み
物
を
持
参
。

■申 
左
記
へ
（
随
時
受
け
付
け
）。

■問 
土
井（
■メール re

aly
o
g
a2
0
1
0
@
y

ah
o
o
.co
.jp

・
■携 
0
9
0
―
9
5

6
3
―
1
2
1
9
）。

※
電
話
は
土
・
日
曜
日
の
み
受
け
付

け
。

怯
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
 ク

リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ

う■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
。

11

30

30

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
講
習
室
。

■費 
2
街
9
5
0
円
。

■他 
新
聞
紙
、
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
、
持

ち
帰
り
袋
を
持
参
。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
へ
。

11

28

■問 
光
（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―
5

4
5
4
）。

怯
ち
び
っ
こ
冒
険
学
校
 楽
し
さ

丸
ご
と
冬
体
験
＆
雪
遊
び
　
北
in

海
道

■時 
　
月
　
日
我
～
　
日
峨
。

12

25

31

■場 
旭
川
、
名
寄
、
札
幌
（
北
海
道
）。

■対 
小
学
2
年
生
～
中
学
3
年
生
。

■定 
　
人
。

20
■申 
　
月
5
日
牙
（
必
着
）
ま
で
に
左

12
記
へ
（
必
要
書
類
あ
り
。
左
記
窓
口

で
予
約
可
）。

■問 
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1

（公財）
0
8
―
0
0
7
3
東
京
都
港
区
三
田

5
―
7
―
8
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
三
田
9

2
1
・
緯
0
3
―
6
4
5
9
―
4
6

6
1
・
■メール in

fo
@
k
sk
k
.o
r.jp

・

■ＨＰ h
ttp
://w

w
w
.k
sk
k
.o
r.j

p

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

　千葉県警察では各種犯罪に遭い、困っている
みなさんのために、相談窓口を開設しています。
葛相談サポートコーナー（警察全般に関すること）
　緯043－227－9110（プッシュ・携帯
「♯9110」）
葛女性被害110番（女性被害に関すること）
　緯043－223－0110
葛少年センター（ヤング・テレホン）     　　　
　緯0120－783497
葛女性相談所（電車内における痴漢など）　
　緯0120－048224
　※メールによる相談(tekkeisoudan@po
lice.pref.chiba.jp)
葛暴力団被害に関する相談 
　緯043－254－8930
葛印西警察署警務課
　緯碓42 0110
葛（公社）千葉犯罪被害者支援センター
　緯043―225―5450

犯罪被害者相談の窓口に
ご相談ください

 印
西
市
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

 条
例
の
制
定
に
関
す
る
市
民
意
見
公
募

　
第
3
次
一
括
法
の
施
行
に

伴
い
改
正
さ
れ
る
社
会
教
育

法
（
昭
和
　
年
法
律
第
2
0

24

7
号
）
に
基
づ
き
、
印
西
市
社

会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

　
改
正
に
際
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
公
募
い
た

し
ま
す
。

胸
閲
覧
場
所
…
生
涯
学
習
課
、

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
、
各

公
民
館
、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
。

■申 
　
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）

11

29

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
を
必
ず
明
記
し
、
左
記

ま
で
持
参
、
ま
た
は
郵
便
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
（
閲

覧
場
所
に
あ
る
意
見
回
収
箱

へ
の
投
か
ん
で
も
可
）。

※
必
要
事
項
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
無
効
。
ま
た
、

応
募
に
要
す
る
諸
費
用
は
応

募
者
本
人
の
負
担
で
す
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推

進
班
（
〒
2
7
0
―
1
3
9

6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
5
4
1
・
胃
碓42 

0
0
3
3
・
■メール syougaku@

c
ity.inzai.lg.jp

）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

相
談



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（５）平成２５年（２０１２）１１月１５日号
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市職員給市職員給与与・・定員の状況などの公定員の状況などの公表表
　市では、「印西市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を定めています。
　ここでは、市民のみなさんに、市の人事行政についての理解を深めていただくため、職員の
給与や職員数、勤務条件などの状況についてお知らせします。
　なお、詳しい内容は、市ホームページでご覧になれます。
■問 総務課人事職員班（緯内線433、434・■HP http://www.city.inzai.lg.jp）。

（参考）23年度の
人 件 費 率

人件費率人件費実質収支歳出額住民基本台帳人口区分 （Ｂ／Ａ）（Ｂ）（Ａ）（年度末）
％％千円千円千円（2５年3月31日）2４年度 1９．３19．１5,７７０,４７７2,０７７,８７５30，２９６，３４６9２，４８９人

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

★人件費の状況（普通会計決算）

1人当たり給与費給　　　与　　　費職員数区　分 （Ｂ／Ａ）計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　料（Ａ）
千円千円千円千円千円6６５人2４年度 6,2904,182,684９９９,２７６６０７,９８４2,5７５,424

（注）１．職員手当には、退職手当は含みません。
　　  ２．職員数は、平成2４年4月1日現在の一般職に属する職員数です
　　　　（常勤の任期付職員を含み、教育長を除く）。

★職員給与費の状況（普通会計決算）

（平成2５年4月1日現在）★職員の初任給の状況
国千　葉　県印　西　市区　　　分
181，200円Ⅰ種178，800円178，800円大学卒一般行政職 172，200円Ⅱ種
140，100円144，500円144，500円高校卒
－144，500円141，900円高校卒技能労務職 －133，100円129，200円中学卒
－－180，700円大学卒医療技術職

（栄養士） －163，200円163，200円短大卒
－209，800円212，800円大学卒看護・保健職

（保健師） －203，900円203，900円短大３卒

３８千円支給実績（平成 2４年度決算）

特殊勤務
手　　当
（普通会計）

4,167円支給対象職員1人当たり平均支給年額
1.3％職員全体に占める手当支給職員の割合
4手 当 の 種 類（ 手 当 数 ）

日額３００円感染症処理手当

手当の名称
および
支給単価

日額３００円（ただし、月３，０００円以内）税 務 手 当
日額４００円ご み 処 理 手 当

取り扱い１件につき
病人２，０００円
死亡人３，０００円

行旅病人及び行
旅死亡人取扱手

当

170,632千円支 給 総 額2４年度時　間　外
勤務手当
（普通会計）

２０２千円職員 1人当たり支給年額
163,988千円支 給 総 額2３年度 １９１千円職員 1人当たり支給年額

（注）職員1人当たり平均支給年額は、各年度4月1日現在の職員数（短時間
　　  勤務職員を含む）で除した額です。

全地域支 給 対 象 地 域

地域手当
（平成25年4
月1日現在）
（普通会計）

８％支 給 率
６５２人支 給 対 象 職 員 数
15％国 の 制 度 （ 支 給 率 ）

21７,５１０千円支給実績（平成 24年度決算）

33６,１８３円支給対象職員1人当たり平均支給年額
（ 平 成 2 4 年 度 決 算 ）

（注）１．支給対象職員数は、平成2５年4月1日現在の職員数です（短時間勤務
　　　  職員を除く）。
　　  ２．支給職員1人当たり平均支給年額は、実支給人数で除した額です。
　　  ３．地域手当とは、公務員給与と民間賃金の地域間格差の事情などに応じ、
　　　　調整する手当です。

国印　　西　　市区　分

－1人当たり平均支給額（平成24年度）

期末手当
勤勉手当

1，543千円
（平成24年度支給割合）（平成24年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当  　　　　　　 期末手当　　勤勉手当
 ６月期　　1．225月分　0．675月分  ６月期　　1．225月分　0．675月分
12月期　　1．375月分　0．675月分 12月期　　1．375月分　0．675月分
　計　　　2．60月分　1．35月分　　計　　　2．60月分　1．35月分　
職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　　　　・役職加算…５～２０％
　　　　・管理職加算…１０～２５％

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算…５～２０％

   （支給率）　 　自己都合　　勧奨・定年  （支給率）  　　自己都合　　勧奨・定年

退職手当

勤続20年   ２３.０３月分 28.7875月分勤続20年　２３.０３月分 28.7875月分
勤続２５年　３2.83月分  38.955月分勤続２５年　３2.83月分  38.955 月分
勤続３５年　46．５5月分　55.86月分勤続３５年　46．５5月分　55.86月分
  最高限度額   　55.86月分　55.86月分最高限度額　　55.86月分　55.86月分

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％）

その他の
加算措置

－退 職 時
特別昇給－退 職 時

特別昇給

－1人当たり
平均支給額19,941千円1人当たり

平均支給額
（注）1．退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種の職員に支給さ
　　　れた平均額です。
　　２．期末勤勉手当とは、民間における賞与に相当する手当です。

★職員手当の状況

技　能　労　務　職一　般　行　政　職区　分 平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
52．4歳32１，１４１円27８，６00円4４．４歳43１，０７２円3４９，７00円印西市

（注）給与月額とは、月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退
　　 職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

（平成2５年4月1日現在）★職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

★公平委員会業務の状況

　公平委員会とは、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保証するための機
関です。平成2４年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告について
は下表のとおりです。

該当する案件はなかった
1．勤務条件に関する措置の要求に係る事項
2．不利益処分に関する不服申し立てに係る事項

合計部分休業育児休業

０００
男性職員

０００
1００1０

女性職員
1６０1６
1００1０

計
1６０1６

（注）上段は、平成24年度中に新たに育児休業（部分休業）取得した人数。下段は平成23年度から
　　24年度にかけて引き続き育児休業（部分休業）している人数です。

★育児休業および部分休業の取得状況
区分

職員

★職員の年次有給休暇の取得状況 （平成24年1月1日～平成24年12月31日）

平均取得日数制度概要

15.5日1年につき20日付与
残日数（20日上限）を翌年に繰越可

合
計派遣終了任期満了自己都合公務外

死亡退職勧奨退職定年退職

３３１０3３０６１１人数

★職員の退職状況 （平成2４年4月1日～平成2５年3月31日）

事由

増減職　　員　　数区　　分
平成2５年平成2４年部　　門

－３48５4８８一 般 行 政
（－５）（18４）（18９）（ う ち 福 祉 部 門 ）
－６1３６14２教 育
－３5０53公 営 企 業 な ど
－１２6７１68３計

★定員の状況・部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

計
８級７級６級５級４級３級２級１級区　　分
部長課長

主幹副主幹主査主査補主任主事
主任技師

主事主事補標 準 的 な 職 参事技師技師補

4６1２１７１３３７９15３５９3６9職員数（人）
（福祉職を除く）

１００4.615.47.217.133．012.87.92.0構成比（％）

１００3.214.68.913.833.617.66.41.9１年前の
構 成 比参

　
考 １００2．814．99．310．224.131.65.61.5５年前の
構 成 比

（注）１．印西市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
        ２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

★一般行政職の級別職員数の状況 （平成2５年4月1日現在）

給料月額など区　　　分給料月額など区　　　分
（平成24年度支給割合）
　6月期　1．90月分　　
　12月期　2．05月分　　

計　3．95月分　　

議　　　長
副　議　長
議　　　員

期
末
手
当

824，500円
（850，000円）市　　　長

給
料 688，700円

（710，000円）副　市　長

【算定式】
824，500円×
　在職月数×0．35（支給率）
【1期の手当額】

1，386万円
【支給時期】任期毎

市　　　長

退
職
手
当

430，000円
360，000円
340，000円

議　　　長
副　議　長
議　　　員

報
酬

0％（5％）

５昏

市　　　長地
域
手
当 【算定式】

688，700円×
　在職月数×0．25（支給率）
【1期の手当額】　827万円
【支給時期】任期毎

副　市　長

副　市　長

（平成24年度支給割合）
　6月期　1．85月分　　
　12月期　2．00月分　　

計　　3．85月分　　

市　　　長

副　市　長

期
末
手
当
（注）１．給料および地域手当の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
　　　２．退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基
　　　　 づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

★特別職の報酬などの状況 （平成2５年4月1日現在）
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演
目
「
 神
子
舞
 」
か
ら
ス
タ
ー

み

こ

ま

い

ト
し
、 翁
 の
面
を
被
っ
た
舞
人

お
き
な

が
五
穀
の
元
祖
（
 稲
荷
神
 ）
が

い
な
り
し
ん

 鍬
 を
以
っ
て
土
地
を
耕
す
演
目

く
わ

「
 神
明
 の
舞
」
や
天
の
鈿
女
の

し
ん
め
い

命
（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ

ト
）
の
面
を
被
っ
た
舞
人
の
演

ず
る
「
 笹
舞
 」
と
続
き
ま
し
た
。

さ
さ
ま
い

途
中
、
休
憩
を
入
れ
て
神
楽
は

延
々
と
6
時
間
か
け
て
十
二
座

の
演
目
が
演
じ
終
わ
る
の
は
夜

　
時
ご
ろ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

10

　
供
十
二
座
神
楽
僑
の
白
眉
は

最
後
の
舞
の
「
 火
男
 の
舞
」
で
、

ひ
ょ
っ
と
こ

内
容
は
火
男
が
餅
を
盗
む
の
を

見
て
大
山
祇
命
（
オ
オ
ヤ
マ
ツ

ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
そ
の
餅
を
取

神
楽
僑
と
も
い
わ
れ
、
社
中
の
メ

ン
バ
ー
　
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

20

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
楽
人
が

含
ま
れ
ま
す
。
演
奏
は
笛
4
人
、

太
鼓
2
人
、
全
員
が
舞
人
で
す
。

神
楽
社
中
は
昔
か
ら
代
々
氏
子
の

長
男
が
主
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。

　
雨
の
中
、
夕
方
4
時
か
ら
神
楽

の
始
ま
り
で
す
。
神
主
姿
の
舞
人

が
座
を
清
め
神
霊
を
招
き
迎
え
る

 地
域
が
つ
な
ぐ
伝
承
の
息
吹

　
　
　
　
　「
浦
部
の
神
楽
」

滑
「
 大
蛇
 の
舞
」
は
十
二
の
う

お

ろ

ち

ち
最
も
迫
力
が
あ
る
演
目

稲
を
刈
る
か
た
へ
の
堤
に
咲
く
葛
の
花
の
匂
へ
る
埃
ま
と
ひ
て

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

難
病
に
失
ひ
し
も
の
多
け
れ
ど
歌
詠
む
喜
び
あ
ら
た
に
加
は
る

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

野
分
去
り
雲
の
小
片
遠
く
見
え
つ
ゆ
草
い
ろ
の
空
に
浮
遊
す

小
倉
台
　
　
　
並
河
千
恵
子

七
年
後
に
東
京
五
輪
の
定
ま
り
て
目
標
生
る
る
わ
れ
ら
夫
婦
に

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

日
の
光
大
西
洋
に
煌
め
き
て
中
秋
の
満
月
カ
ナ
ダ
に
て
見
る

　
小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

初
紅
葉
路
地
に
小
さ
き
大
師
さ
ま

大
　
森
　
　
　
滝
沢
　
節
子

空
は
も
う
す
じ
雲
ば
か
り
秋
深
む

小
倉
台
　
　
　
川
上
　
謙
一

木
下
の
利
根
に
芒
に
遠
筑
波

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

秋
深
し
農
薬
白
く
 蒟
蒻
 田

こ
ん
に
ゃ
く

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

コ
ス
モ
ス
の
倒
伏
せ
し
も
花
 飄
 々
ひ
ょ
う

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

　
浦
部
鳥
見
神
社
の
創
建
は
、
江

戸
初
期
の
1
6
4
8
年
（
慶
安
元

年
）
で
、
1
7
0
3
年
（
元
禄
　16

年
）
と
1
9
8
9
年
（
昭
和
　
年
）

63

に
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の

神
楽
は
昭
和
　
年
に
は
県
指
定
無

42

形
民
族
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
、　
月
第
3
日
曜
日
（
今

10

年
は
　
月
　
日
）
に
浦
部
神
楽
社

10

20

中
（
現
代
表
・
武
藤
輝
久
男
氏
）

に
よ
っ
て
鳥
見
神
社
の
例
大
祭
で

神
社
の
「
神
楽
殿
」
で
供
十
二
座

神
楽
僑
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
神
楽
は
神
話
を
題
材
と
し

た
　
の
演
目
が
伝
承
さ
れ
、
演
じ

12
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
供
十
二
座

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
み
な
さ
ん
は
北
総
線
の
電
車
の

長
さ
は
ど
の
く
ら
い
か
、
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
一
両
　
m
が
正
解

18

（
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
の
電
車
は
　
m
、

20

新
幹
線
は
　
m
）。
そ
し
て
、
北

25

総
線
に
乗
り
入
れ
て
い
る
京
成
線
、

都
営
地
下
鉄
浅
草
線
、
京
急
線
の

車
両
も
　
m
で
い
ず
れ
も
8
両

18

編
成
（
1
4
4
m
）
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
1
4
4
m
あ
る
電

車
が
最
大
1
5
2
両
も
収
納
可

能
な
場
所
が
印
西
牧
の
原
駅
近

く
の
国
道
4
6
4
号
脇
に
あ
る
。

外
か
ら
は
緑
地
帯
に
隠
れ
て
見

え
な
い
が
、
広
さ
に
し
て
東
京

ド
ー
ム
の
1
・
6
7
倍
も
あ
る

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
。
こ
の
印
旛

車
両
基
地
は
、
平
成
　
年
7
月
、

12

印
旛
日
本
医
大
駅
が
開
業
し
た

時
に
西
白
井
か
ら
移
転
し
て
き

た
。
　
現
在
、
北
総
鉄
道
が
保
有
す

る
車
両
は
　
両
（
う
ち
千
葉

96

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
保
有
車
両

　
両
を
含
む
）。
こ
れ
と
乗
り

40入
れ
先
の
三
社
の
車
両
を
合
わ

せ
る
と
、
北
総
線
内
の
平
日
運

行
本
数
は
上
下
で
一
日
2
1
7

本
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
で
も

1
6
7
本
の
電
車
が
走
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
電
車
を
毎
日
安

全
に
運
行
す
る
た
め
の
車
両
基

地
で
は
、
一
日
あ
た
り
約
　
人
15

の
ス
タ
ッ
フ
が
車
両
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
通
常
、
電
車
は
終
電
・
始
発

の
そ
れ
ぞ
れ
2
本
は
通
常
運
転

士
が
操
作
す
る
が
、
そ
れ
以
外

は
車
両
基
地
と
印
西
牧
の
原
駅

間
だ
け
の
限
定
運
転
士
が
ピ
ス

ト
ン
輸
送
す
る
。
こ
の
た
め
、

車
両
基
地
に
は
宿
泊
施
設
も
完

備
。
毎
日
、
運
行
前
に
出
庫
点

検
を
行
う
ほ
か
、
運
行
か
ら
6

日
以
内
に
は
消
耗
品
の
交
換
な

ど
を
行
う
「
列
車
検
査
」、
そ
し

て
3
カ
月
以
内
に
は
4
～
5
日

間
を
か
け
て
モ
ー
タ
ー
や
制
御

器
を
入
念
に
調
べ
る
「
月
検

査
」、
ま
た
、
車
輪
の
擦
り
減

り
を
削
正
す
る
作
業
も
　
カ
月

10

ご
と
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
4
年
ま
た
は
　
万
k
m
ま

60

り
戻
す
も
の
で
す
。
そ
の
取
り
戻

し
た
お
餅
を
神
楽
見
物
に
来
た
子

ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
撒
く
の
が

神
楽
最
後
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
社
中
の
武
藤
輝
久
男
代

表
に
よ
る
と
浦
部
神
楽
社
中
の
メ

ン
バ
ー
は
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
一

番
若
い
人
で
も
　
歳
台
で
、
人
材

40

育
成
の
為
に
も
若
い
人
材
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
取
材
し
て
感
じ
た
事
は
印
西
市

に
は
鳥
見
神
社
は
　
近
く
あ
る
そ

20

う
で
す
が
供
十
二
座
神
楽
僑
の
全

て
を
演
じ
て
い
る
の
は
今
で
は
浦

部
の
鳥
見
神
社
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　
神
楽
の
当
日
は
台
風
接
近
中
の

大
雨
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
性
陣

は
テ
ン
ト
の
設
営
、
女
性
陣
も
料

理
の
炊
き
出
し
に
協
力
し
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
姿
に
は
、
良
き
風

習
が
残
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。

で
に
行
う
「
重
要
部
検
査
」、
8
年

以
内
の
「
全
般
検
査
」
は
京
成
の

宗
吾
工
場
で
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
が
基
地
の
主
な

仕
事
だ
が
、
北
総
、
京
成
、
都
営

地
下
鉄
、
京
急
の
4
線
の
電
車
が

勢
ぞ
ろ
い
す
る
車
両
基
地
の
見
学

は
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
あ
こ
が

れ
。
そ
の
電
車
や
普
段
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
保
守
作
業
車
な
ど
、

実
際
に
触
れ
て
感
じ
る
催
し
が
　10

月
　
日
に
行
わ
れ
、
応
募
数
約

19
3
街
5
0
0
人
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
1
1
7
組
3
4
5
人
の
親
子

が
参
加
し
た
。　
沿
線
住
民
と
の

触
れ
合
い
の
一
環
と
し
て
昨
年
も

実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　「
安
全
」
が
命
の
公
共
交
通
網
。

そ
の
深
部
の
一
端
に
触
れ
、
改
め

て
そ
の
苦
労
・
重
要
性
を
学
ん
だ
。

■問 
北
総
鉄
道
珂
企
画
室
（
緯
0
4

7
―
4
4
5
―
1
9
0
2
）。

広報レポーター：
 岡田   
お か だ

 芳文 （平賀）
よしふみ 北総鉄道

印旛車両基地

▲広大な車両基地には何種類もの車両
が待機

▲躍動感あふれるキツネ（稲荷
神）が特徴の「神明の舞」（写真
上）と神楽殿の全景（写真下・
舞は「神子舞」）

※詳しくは市ホームページをご覧ください

掲載情報は10月31 日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①プリンタ用詰め替えインク②プリンタ用インクカートリッチ ③犬の洋服④
船穂中学校女子制服・ジャージ⑤スキー服（女性用）⑥パンツプレス⑦インク
ジェットプリンタ用インク７色（１千円）⑧アルトサックスホン（５万円・要
相談）⑨しおん幼稚園帽子⑩千葉商科大学付属高校制服。

①ボーイスカウトカブ隊の制服②わだ幼稚園男児、園服および体操服③ロック
ミシン④大森小学校の体操服⑤印西中学校の女子用制服と運動着⑥しおん幼稚
園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑦天神幼
稚園男児、女児制服、ブラウス等⑧犬用乳母車⑨補聴器。

広報レポーター： 渡邉  
わたなべ

 信一 （若萩）
のぶかず

滑北総線のドクターイエロー?
「マルチプルタイタンパ」

葛車両整備を行
うための「検修
庫」の内部
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